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本報告書は、1988年度に実施した甲斐風土記の丘・曽根丘陵公園敷地内の鍋弦塚及び東山南

遺跡の調査の結果をまとめたものであります。調査の目的は、公園整備に先立って遺跡の状態

を把握するための遺構確認調査であります。

鍋弦塚は1907（明治40）年に地元民によって発掘され、陶器製の壷と人骨などが出土してお

ります。この経過については塚の上に建てられた『東山の碑』によって、今日に伝えられており

ますが、今回の発掘調査では新たな遺物を発見することはできませんでした。しかし、人工的

な盛り土の状態が観察されたことから、鍋弦塚は中世の蔵骨器を埋納した墳墓であることが明

らかとなりました。遺跡の立地する平担な段丘面には、縄文時代・弥生時代・古墳時代の土器

や石器がわずかに散布していたので、ここも調査をいたしましたが、遺構は確認されませんで

した。

東山南遺跡は1981年に遺跡の主要部分が発掘調査され、古墳や方形周溝墓などが発見されて

おりますが、今回は遺跡の西側に公園整備のための道路と駐車場が建設されるため、事前に遺

跡の確認調査を実施したものです。この結果、遺構と考えられるものは、全く発見されません

でした。

末筆ではありますが、発掘調査に参加された方々をはじめ、お世話になった方々に深甚の謝

意を表します。

1989年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義
































































